
　

３
／
１　

益
津
大
（
教
区
全
体
練
習
）
13
時
～

　

３
／
７　

山
名
大
（
食
堂
）
18
時
30
分
～　
　

◆
青
年
会
・
献
血
担
当
…         

（
○担 

山
下
洋
平
委
員
）

・
2
／
18　

献
血
ル
ー
ム
ミ
ュ
ー
ズ　

10
時

　

参
加
と
声
掛
け
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
担
当
…
…
…
…　
　

    

（
○担 

担水
野
慎
治
委
員
）

・
学
生
生
徒
修
養
会　

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス

　

期　

間　

令
和
２
年
３
月
10
日
～
12
日

　

対　

象　

令
和
元
年
度
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

　
　
　
　
　

管
内
高
校
含
む
全
期
間
参
加
で
き
る
方

◆
時
報
手
配
り
…
…
…
…       

（
○担 
板
山
眞
一
委
員
）

・
今
月
は
通
常
通
り
ひ
の
き
し
ん
を
お
願
い
し
ま
す

◆
あ
ら
み
ち
会
… 

…  

（
○担 

広
野
み
さ
と
委
員
）

　

日　

時　

22
日
（
土
）　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
30
分

　

会　

場　

薫
浜
松
分
教
会

　

講　

話　

水
野　

誠
先
生

　

バ　

ス　

⑦
ポ
ー
ル　

遠
州
浜
行
き　

　
　
　
　
　
　

領
家
郵
便
局
下
車　

南
へ
徒
歩
５
分　

◆
合
唱
団
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ー
練
習
日

　

と
き　

5
日
・
12
・
19
日
（
水
）　

19
時

　

会
場　

鴨
江
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
206
号
室
）

◆
浜
松
楽
所
・
・
・
未
定

　

と
き　

2
月
　
日
（
）　

19
時

◆
運
営
委
員
会
・
・
・
東
濱
名
分　

　

と
き　

3
月 

２
日
（
月
）　

午
前
９
時
30
分

◆
お
て
ふ
り
講
師
研
修
会
・
・
中
富
分

　

と
き　

3
月
３
日
（
火
）　

10
時
よ
り

　

お
手
振
り
勉
強
会
開
催

◆
青
年
会
献
血
・
・
・
献
血
ル
ー
ム
ミ
ュ
ー
ズ

　

と
き　

2
月
18
日
（
火
）　

10
時
00
分

◆
婦
人
会
例
会
・
・
・
・
・
浜
宿
分

　

と
き　

2
月
19
日
（
水
）　

9
時
30
分

　

お
布
巾
縫
い　

裁
縫
道
具
持
参
下
さ
い

◆
女
子
青
年
部
例
会
・
・
山
名
大

　

と
き　

2
月
23
日
（
日
）
14
時
00
分
～

　

婦
人
会
総
会
パ
レ
ー
ド
に
向
け
て
の
ダ
ン

　

ス
練
習

◆
ハ
ー
ブ
の
会
・
・
・
・
和
平
分

　

と
き　

2
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時　

　

◇ 

2
月  

定 

例 

支 

部 

活 

動

◇
定
例
委
員
会
・
例
会

◇
各
組
活
動

【
１
組
】
…
…　

組
長　

鈴
木　

豊
司
（
濱　

東
）

　

〈
教
会
長
会
議
〉　

２
月
28
日
（
金
）　

19
時
00
分　

 

濱　

東

　

〈
班
長
会
議
〉　

３
月
６
日
（
金
）　

15
時
00
分　

濱　

東

　

〈
ひ
の
き
し
ん
〉　

３
月
８
日
（
日
）　

６
時
00
分　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
松
城
公
園

【
２
組
】
…
…　

組
長　

板
山　

眞
一
（
本
濱
松
）

　

〈
合
同
会
議
〉　

２
月
28
日
（
金
）　

10
時
00
分　

本
濱
松

【
３
組
】
…
…　

組
長　

長
田　

虎
夫
（
濱　

都
）

　

〈
教
会
長
会
議
〉　

２
月
27
日
（
木
）　

10
時
00
分　

濱　

都　

　

〈
班
長
会
議
〉　

３
月
６
日
（
金
）　

15
時
00
分　

濱　

都　

　

〈
ひ
の
き
し
ん
〉　

３
月
１
日
（
日
） 

７
時
00
分　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曳
馬
南
公
園

【
４
組
】
…
…　

組
長　

谷
口　

和
幸　

（
四
日
市
浜
）

　

〈
合
同
会
議
〉　

３
月
９
日
（
月
） 

９
時
30
分　

四
日
市
浜

【
５
組
】
…
…　

組
長　

大
石
い
ね
子　

（
薫
浜
松
）　

　

〈
合
同
会
議
〉　

２
月
28
日
（
金
） 

９
時
30
分　

薫
浜
松

【
６
組
】
…
…　

組
長　

宮
本　

善
成
（
長　

上
）

　

〈
合
同
会
議
〉　

３
月
９
日
（
月
）　

19
時
00
分　

東
濵
名

【
7
組
】
…
…　

組
長　

小
楠　

友
一
（
静　

濱
）

　

〈
合
同
会
議
〉　

３
月
９
日
（
月
）　

10
時
00
分　

篠　

原

　

と　
　

き　

3
月
６
日
（
金
）
9
時
30
分　

会　
　

場　

本
濱
松
分
教
会
（
三
方
原
）

当
番
委
員　

小
楠　

友
一　

先
生

◇
3
月　

支
部
例
会　

２０２０年

 ２ 月号

№４２６

よのもと会

西遠支部

 

ど
の
よ
ふ
な
た
す
け
す
る
の
も
し
ん
ち
つ
の

 

を
や
が
い
る
か
ら
み
な
ひ
き
う
け
る

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

第
七
号―

101

　

日
頃
は
、
皆
様
に
は
支
部
活
動
を

通
し
て
神
様
の
御
用
に
お
勤
め
頂
き

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
よ
り
、
６
組
の
組
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

西
遠
支
部
は
、
教
区
内
で
も
教
会

数
の
多
い
支
部
で
あ
り
、
長
年
、
先

輩
先
生
方
の
御
苦
労
に
よ
り
、
現
在

の
整
っ
た
体
制
の
中
で
務
め
ら
れ
る

事
を
、大
変
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
世
の
中
は
厳
し
さ
が
増
す

一
方
で
す
が
、
私
た
ち
は
、
ひ
な

が
た
の
道
を
お
教
え
頂
い
て
お
り
ま

す
。
難
儀
不
自
由
を
し
な
け
れ
ば
、

難
儀
不
自
由
な
る
者
の
味
が
わ
か
な

な
い
と
、
教
祖
ご
自
身
が
谷
底
へ
急

が
れ
る
道
で
す
。

　

ま
た
、稿
本
天
理
教
教
祖
伝
で
は
、

　
「
…
執
着
を
去
れ
ば
、
心
に
明
る

さ
が
生
ま
れ
、
心
に
明
る
さ
が
生
ま

れ
る
と
、
自
お
の
ず
から
陽
気
ぐ
ら
し
へ
の
道

が
開
け
る
、
と
教
え
ら
れ
た
」

と
お
聞
か
せ
頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
が
お
た
す

け
を
さ
せ
て
頂
く
に
あ
た
っ
て
の
、

大
切
な
心
構
え
を
教
え
て
下
さ
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
相
手
の
身
に
な
っ
て
、

支
部
活
動
に
ご
参
加
を

相
手
の
目
線
に
立
っ
て
、
心
を
低
く

落
と
し
て
お
た
す
け
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

真
柱
様
が
、
本
年
の
年
頭
あ
い
さ

つ
で
、
代
を
重
ね
て
信
仰
し
て
き
た

中
で
、
年
限
が
経
つ
と
、
い
ろ
い
ろ

と
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

　
「
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を

変
え
て
し
ま
う
、
そ
う
と
は
言
わ
な

い
ま
で
も
、
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
忘

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
気
も
す
る
。
そ
う
し
た
私
た

ち
の
基
本
、
道
を
通
り
後
に
続
く
人

を
し
っ
か
り
育
て
て
い
く
う
え
に
お

い
て
、
歩
み
方
の
中
で
基
本
と
な
る

と
こ
ろ
を
、
だ
い
ぶ
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
ん
だ
ん

と
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、『
ま
だ
大

丈
夫
や
ろ
』と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、

気
が
つ
い
た
ら
今
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
気
も
す

る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
高
齢
化
、
少
子
化
、
結
婚

問
題
、
失
業
、
格
差
社
会
、
家
族
問

題
な
ど
、様
々
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

個
々
で
悩
ま
ず
、
教
会
活
動
や
支
部

活
動
を
通
し
て
、
お
た
す
け
に
取
り

組
ん
で
い
る
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方

の
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
く
こ
と
で
、

問
題
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ろ
い
ろ
な
教
友
の
方
々
と
お
話

し
す
る
こ
と
で
、
教
理
的
な
意
味
を

お
さ
え
て
考
え
る
事
で
、
問
題
解
決

に
繋
が
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
に
は
支
部
活

動
に
ご
参
加
、
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

６
組
組
長

宮

本

善

成

（
長
上
分
教
会
長
）



　

や
趣
旨
を
教
内
に
周
知
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今

　

回
に
限
っ
て
各
教
会
に
機
関
誌
「
歓
」
を
配
布
い

　

た
し
ま
す
。

□
お
た
す
け
の
た
め
の
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

・【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

　

ゆ
っ
た
り　

じ
っ
く
り　

さ
さ
え
合
い

　

開
催
日
時
：
3
月
25
日　

13
時
～

　

会
場
：
南
右
第
２
棟
４
階　

陽
気
ホ
ー
ル　

無
料

　

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方
300
名  　

■
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
決
起
大
会

　

２
／
28　

13
時
～　

教
務
支
庁

◆
教
務
部 

…
…
…
…
…
…     

（
○担 

吉
岡
弘
和
委
員
）

・
年
末
調
整
書
類
提
出
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
修
練
部
…
…
…
…
…
…       

（
○担 

高
橋
重
徳
委
員
）

　
《
お
手
振
り
勉
強
会
開
催
御
案
内
》

　

と
き　

３
月
３
日
（
火
）
10
時
～
11
時

　

会
場　

中
富
分
教
会
（
中
島
）461-9252

　

対
象　

お
手
振
り
を
真
剣
に
学
ぶ
意
思
の
あ
る
よ
う
ぼ
く

　

持
物　

ハ
ッ
ピ
・
お
手
振
り
概
要
・
扇

◆
書
籍
担
当
…
…
…
…
…
…
（
○担　

森
田
康
雄
委
員
）

　

4
月
号
分
よ
り
本
の
部
数
変
更
を
受
付
い
た
し
ま

　

す
。
変
更
が
あ
る
場
合
は
３
／
２
ま
で
に
組
長
さ

　

ん
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。　

◆
ひ
の
き
し
ん
部
…
…
…      
（
○担 

木
船
嘉
弘
委
員
）

　

４
月
29
日
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
、
５
／
４

　

～
６
の
凧
揚
げ
会
場
ひ
の
き
し
ん
少
し
づ
つ
準
備

　

し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
声
掛
け
協
力
の
程

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
災
救
隊
…
…
…
…
…
…       

（
○担 

山
本
明
久
委
員
）

・
災
害
は
い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
何
か
と

　

無
理
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
今
年
も
ご
支
援
、
ご

　

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
社
友
・
広
報
庶
務
部
…       

（
○担 

山
口
正
洋
委
員
）

・「
こ
こ
ろ
を
聴
く　

寄
り
添
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

　

堀
尾
治
代
著　

３
／
１
発
売　

￥
１
，
４
３
０

・
ふ
れ
あ
い
折
り
込
み
ひ
の
き
し
ん
3
月
は
２
組
で

　

お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
婦
人
会
…
…
…
…
…        

（
○担 

山
口
さ
と
み
委
員
）

・
例
会
ご
案
内

　

と
き　

２
月

１９
日
（
水
）
9
時
30
分
～

　

会
場　

濱
宿
分
教
会　

駅
送
迎
レ
ー
ン
９
時　

配

　

車
あ
り
ま
す　

お
ふ
き
ん
縫
い
の
た
め
裁
縫
道
具

　

持
参
く
だ
さ
い

・
女
子
青
年
パ
レ
ー
ド
ダ
ン
ス
練
習
日

　

２
／
８　

山
名
大
（
食
堂
）
13
時
30
分
～

　

２
／
23　

山
名
大
（
食
堂
）
14
時
00
分
～

◇
本
部
・
教
区
事
項

・
表
統
領
挨
拶

　

年
頭
の
真
柱
様
の
ご
挨
拶
の
中
で
「
私
た
ち
の

　

基
本
、
道
を
通
り
後
に
続
く
人
を
し
っ
か
り
と

　

育
て
て
い
く
上
で
、
歩
み
方
の
中
で
基
本
と
な

　

る
と
こ
ろ
を
、
だ
い
ぶ
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な

　

い
か
。
だ
ん
だ
ん
と
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
『
ま

　

だ
大
丈
夫
』
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
気
が
付
い

　

た
ら
今
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
気

　

が
す
る
」
そ
ん
な
表
現
を
さ
れ
ま
し
た
。「
惰

　

性
と
い
う
か
、
流
れ
に
任
せ
て
し
ま
わ
な
い
よ

　

う
に
」
と
も
お
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
今

　

年
は
立
場
の
あ
る
者
が
ま
ず
勇
ん
で
一
年
を
通

　

ら
し
て
い
た
だ
き
「
去
年
よ
り
も
少
し
で
も
成

　

人
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
前
真
柱
様
の
思

　

い
も
心
に
お
い
て
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　

し
ょ
う
。

◆
天
理
教
障
害
者
協
議
会
広
報
誌
「
歓
よ
ろ
こ
び」
特
別
号

　

昨
年
「
天
理
教
障
害
者
協
議
会
」
が
発
足
さ
れ
、

　
「
視
力
・
聴
力
・
肢
体
障
害
者
布
教
連
盟
」
の

　

３
布
連
と　
「
キ
ッ
ズ
ネ
ッ
ト
天
理
」
を
加
え

　
「
天
理
教
障
害
者
連
盟
」
が
発
足
し
そ
の
活
動

支
部
だ
よ
り

no.534
R 2. 1

◇
支
部
事
項

 立 教
  183 年

高齢者支援 －介護のおたすけ－

　現在、日本では少子高齢化が進み、「老々介護」世帯が増加するなど、自宅における
介護能力は急速に弱体化しつつあります。そこで、住まいや医療・介護・生活支援を一
体的に地域で支えていこうという仕組みが「地域包括ケアシステム」。おたすけ先の高
齢者やその家族の不安を取り除き、状況に適した支援を得るためにも、介護に関する制
度やケアシステムの知識を得ることは、今後ますます重要になってきます。
　また併せてベッド周りの介助のノウハウを学ぶことで、介助する人・される人双方に
とって負担の少ない方法を身につけ、おたすけに役立てます。

【期　日】　令和２年２月２９日（土）
　　　　　　９時 30 分受付 ～ 15 時 30 分閉講予定

【会　場】　静岡教務支庁　／　【対　象】　よふぼく　／　【定　員】　４０名
【参加費】　1,000 円（昼食費を含む）　

【内　容】　・「ひのきしんとは」　　
                                  渡 辺 一 城 氏（ひのきしんスクール運営委員）

　　　　　・ 講義①　「介護保険制度と地域包括ケアシステムについて」
　　　　　　　　甲 賀 明 子 氏 （焼津市北部地域包括支援センター管理者・主任介護支援専門員）

　　             ・ 演習 「楽にできるベッド周りの介助」（車いすの移乗など）
　　　　　　　　原 田 正 晴 氏（介護福祉士・介護支援専門員・加古大／晴喜布教所長）　
　　　　　・講義②  「〈地域共生生活〉実現に向けて」　　　　渡 辺 一 城 氏　

＊両講座とも、申込みは FAX、郵便での申し込みとなります。氏名・住所・電話番号・生年月日・
　性別・教会名・支部名等を明記して、教務支庁（高齢者支援）／　ひのきしんスクール事務局
　（ゆったり じっくり ささえ合い）　までお申し込み下さい。　　　　
＊お尋ねは、担当者：水野委員（袖ヶ浦分）もしくは各組長さんまで　

ゆったり じっくり ささえ合い －認知症の人のこころと家族の気持ちに寄り添う－

　物忘れや認知機能の低下が起こり、日常生活に支障をきたす認知症。本人はこれまで
出来ていたことが出来なくなることへの戸惑い、不安、恐れから、さまざまな行動を起
こします。一方、そうした対応に追われる家族・介護者も、やがて疲れ果ててしまいます。
　今回のシンポジウムでは、認知症で苦しむ人の胸の内を学ぶと同時に、見落とされが
ちな介護者の状況にも目を向け、介護する人、される人、両者を支え見守る周囲の役割
などにも思いを広げて、よりよき明日を模索します。

【期　日】　令和２年３月２５日（水）
　　　　　　12 時 30 分受付 ～ 16 時 00 分閉講予定

【会　場】　ようきホール（おやさとやかた南右第２棟４階　
【定　員】　３００名（テーマに関心がある方） ／ 【参加費】　無料

【内　容】　◆基調講演「認知症の人の心」　　
                              講師：  和 田 行 男 氏　（介護福祉士・株式会社大起エンゼルヘルプ取締役・

　　　　　　　パネリスト：和 田 行 男 氏
　　　　　　　　　　　　　鈴 木 顕 太 郎 氏（東濵名分教会長）
　　　　　　　　　　　　　山 本 里 美 氏（明弘分教会長夫人）
　　　　　　　司　会　　：鈴 木 加 奈 子（ひのきしんスクール運営委員）

一般社団法人「注文をまちがえる料理店」代表理事）

◆パネルディスカッション　「認知症の人のこころと家族の気持ちに寄り添う」

　　　　↑
E メールもあります


